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令和２年度第７回教育研究評議会議事要録 

令和２年 10月 14 日（水）13時 30 分 ～ 15 時５分 

峰ヶ丘講堂 

石田学長，池田理事，夏秋理事，佐藤理事，鈴木理事 

藤原地域デザイン科学部長，杉山評議員 

佐々木国際学部長，田巻評議員 

小宮共同教育学部長，天沼評議員 

横田工学部長，長谷川評議員 

齋藤農学部長，山根評議員 

川田地域創生科学研究科長，橋本基盤教育センター長，塚本副学長 

堀監事，松金学長特別補佐，吉澤学長特別補佐 

議事に先立ち，令和２年度第５回及び第６回の教育研究評議会議事要録（案）を確認し，原

案のとおり承認した。 

［議 題］ 

１．教員人事について  資料１ 

（１）学長から，資料 1-1に基づき，学術院（工学部）教授の昇任に関する人事調整会議に

おける選考結果について説明があった。 

 次に，工学部長から，資料 1-1 に基づき，人事教授会における業績審査について説明

があり，審議の結果，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査の結果が可である

ことを条件とし，令和３年４月１日（または結果伝達日の翌月１日）付けで昇任するこ

とを承認した。 

（２）学長から，資料 1-2に基づき，学術院（工学部）准教授の昇任に関する人事調整会議

における選考結果について説明があった。 

 次に，工学部長から，資料 1-2 に基づき，人事教授会における業績審査について説明

があり，審議の結果，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査の結果が可である

ことを条件とし，令和３年４月１日（または結果伝達日の翌月１日）付けで昇任するこ

とを承認した。 

（３）学長から，資料 1-3に基づき，学術院（工学部）助教の採用に関する人事調整会議に

おける選考結果について説明があった。 

 次に，工学部長から，資料 1-3 に基づき，人事教授会における業績審査について説明

があり，審議の結果，令和３年４月１日から令和８年３月 31 日の任期で採用すること

を承認した。 

（４）学長及び国際学部長から，資料 1-4に基づき，学術院（国際学部）助教のテニュア付

与選考に関する人事調整会議における選考結果について説明があり，審議の結果，令和

２年 11 月１日付けでテニュア付与を可とすることを承認した。 

２．後期対面授業の開始に向けた新たな方針について（案）  資料２ 

池田理事から，資料２に基づき，後期対面授業の開始に向けた新たな方針について説明があ

り，学生が不利にならないよう，各学部において検討のうえ実施してほしい旨説明があった。 

続いて，基盤教育センター長から，基盤教育科目についてはオンライン授業とし，必ずオン

デマンド授業で対応できることが必須であるため，各学部に対し協力依頼があった。 

なお，研究科の授業においては，個別に相談のうえ検討することとした。 

また，課外活動について，制限を設けたうえで一部再開している旨報告があった。 



 ３．宇都宮大学卓越教員制度に関する要項について  資料３ 

   学術研究部長から，資料３に基づき，宇都宮大学卓越教員制度に関する要項について説明が

あり，審議の結果，原案を承認した。 

 

  

［報告事項］ 

１．前期メディア授業に関するアンケート結果について 資料４ 

池田理事から，資料４に基づき，後期の授業の実施方針について報告があった。 

また，学長から，各学部に対し，アンケート結果を共有し，オンライン授業の改善に取り組

んでほしい旨依頼があった。 

 

 ２．保護者との懇談会について        資料５ 

   池田理事から，資料５に基づき，保護者との懇談会について報告があった。 

 

 ３．令和２年度後期授業に向けたお知らせについて     資料６ 

   池田理事から，資料６に基づき，令和２年度後期授業に向けたお知らせについて報告があっ

た。 

  

 ４．令和２年度「全学 FD の日」について       資料７ 

   池田理事から，資料７に基づき，11 月 25 日（水）に開催される令和２年度「全学 FD の日」

について報告があった。 

 

 ５．令和２年度中間監事監査の実施について      資料８ 

   堀監事から，資料８に基づき，令和２年度中間監事監査の実施について報告があった。 

 

 ６．宇都宮大学工学部，茨城大学工学部，群馬大学理工学部の連携及び協力に関する協定書の 

   締結について         資料９ 

   工学部長から，資料９に基づき，宇都宮大学工学部、茨城大学工学部、群馬大学理工学部の

連携及び協力に関する協定書の締結について報告があった。 

 

  

 

 以 上 


